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 埋込金物の固定状態を音響信号の振動持続時間と周波数分布より診断する AE（Acoustic Emission）セン

サを用いた打音検査（以降、AE 打音検査）を開発し、現場適用した結果を報告する。 
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1. 緒言 日本原燃株式会社再処理施設において、2015 年に蒸気配管を支持する埋込金物に浮き上がりが発

見され調査の結果、ジベルが欠損している不適切な施工であったことが判明した 1。そこで、（1）モックア

ップ試験の報告の通り、AE 打音検査により埋込金物の固定状態を判断する健全性評価技術を開発したが 2、

本報では開発した技術を日本原燃株式会社で現場適用した結果を報告する。 

2. AE センサを用いた打音検査 

2-1. 埋込金物の判定 埋込金物の AE 打音検査では、ジベル近傍をハンマにより打撃し、AE センサで計測

した。各ジベル位置の計測結果について、①埋込金物の振動が短時間で減衰するものを「●：荷重発生無」、

②埋込金物の振動周波数ピークがみられるものを「○：健全」または「×：NG（欠損）」、③AE 打音検査

でも測定できなかったものを「－：AE 測定不可」に分類した。次に、埋込金物にはジベルが複数本取り付

けられていることから、各ジベルの評価結果を統合して埋込金物の健全性判定結果とした。全ジベルが「○」

判定の場合は「全数健全」、「×」が一つでも含まれる場合は「NG」、「○」以外に「●」および「－」があ

る場合は「一部健全」、「○」判定が無く、「●」および「－」の場合は「荷重発生無」とし、「－」のみの

場合は UT（超音波検査）結果以外の情報が無いため「追加情報無」と分類した。 

2-2. 現場検査結果を用いた埋込金物判定結果 UT で測定できなかったジベルを含む埋込金物約１万枚に

対し、AE 打音検査を実施した結果、表 1 に示すとおり約 87%に対して AE 打音検査での追加情報が得ら

れた。また、個々のジベルの振動持続時間に着目すると、図１に示すとおり全体の約 82%のジベルの振動

が短時間で減衰しており、施工から 15 年ほど経過しているにも関わらず埋込金物がコンクリートに密着し

た状態が維持され、顕著な荷重発生が無いことを確認した。 
 

表 1 AE 打音検査の解析対象と AE 評価結果の割合 

対象 対象割合 全数健全 一部健全 荷重発生無 追加情報無 ＮＧ 

建屋 84 % 19 % 20 % 35 % 10 % 0.02 %

洞道 11 % 3 % 2 % 3 % 2 % 0 %

その他 5 % 1 % 1 % 3 % 0 % 0 %

合計 100 % 22 % 24 % 41 % 13 % 0.02 %
 

3. 結論 日本原燃株式会社再処理施設の埋込金物の健全性評価に AE 打音検査技術を現場適用し、UT 測

定できないジベルを含む埋込金物のうち、約 87%に対し追加情報が得られたことから、その有効性を確認

した。また、AE 打音検査は、コンクリートと埋込金物の密着性が低下するような荷重が発生じているかを

振動持続時間の変化から評価することが可能であると考えられ、本技術の利用拡大にも期待できる。 
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図 1 ジベル毎の振動持続時間
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